
法面の土壌流失防止工法---散布法

1． 法面の流失防止工法

① 乾燥状態にある土壌（粘土質や砂質以外）について、

② 法面や斜面に「サンドコート」の希釈剤を散布し、乾燥させる。

③ 同作業を２～３回程度繰り返す。

１． 県道106号線大門橋橋脚法面（成田市）；１，８００ｍ
２
を施工

・ Ｈ１８年１月『サンドコート』散布施工 ・　Ｈ１８年８月　 ７ヶ月後
日当たりの良くない当該法面にも雑草が繁茂

未処理面 処理面
10～15mm


